
当社は昭和 47年、遠野市に吉田通信工業㈱を設立し（そ
の後、ワイ・デー・ケー・イワテとなる）、平成 14年に当社、
㈱ワイ・デー・ケー及びワイ・デー・ケー精密の３社が
合併し、社内カンパニー制度によりワイ・デー・ケーコ
ミュニケーションズとなっていたが平成 28年、社内カン
パニー制を廃止し、株式会社ワイ・デー・ケー東北工場
として再編された。主たる事業は通信・放送機器、制御
機器、設備機械等に内蔵される基板実装であり、なかで
も放送分野とそれに関連する機器の実装受注が最も多い。
現在、実装部品の入荷検査、基板製造、完成品の検査

など、出荷までの 6工程を自社内で行っている。
本補助事業で取り組むトレーサビリティーシステムと

は、実装された部品の 1個まで履歴を追跡でき、個々の
製品がいつ、どの部品を使って製造されたか、管理ソフ
トにより一元管理できるシステムである。
当社が新規参入を目指す医療機器分野において、医療

機器の不具合は人命に直結する。不具合が起こったとき、
その影響する範囲を迅速に特定する必要があるため、医
療機器を受注する前提として、トレーサビリティーシス
テムの導入が必須条件となっていることも多く、この分
野の新規開拓には、工場内のトレーサビリティーシステ
ムが必要不可欠なものであった。
また、このシステムの構築にはコストも必要とされる

ことから、当社と同規模の他社ではこのシステムの構築
はまだ整備されていないと思料される。このことから自

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

成果
平成 27年夏より生産転用を
開始。平成 28年春より全面
運用が可能になったことか
ら、目的としていた医療機器
分野の新規受注につながって
いる。

経緯
車載機器、医療機器分野の新規開拓
及び受注、他社との差別化、高度な
品質管理を目指し、製品の部品を含
めた個体単位で、一元管理できるト
レーサビリティーシステムの構築に
取り組んだ。

実施内容
基板に直接ＱＲコードをレーザー印字する
レーザーマーキング装置を導入。同時に実
装する電気部品へのＱＲコード割り付けと
ラベルの貼り付けを実施。別途、これらの
管理ソフトの開発を進め、独自のトレーサ
ビリティーシステムの構築を行った。

社の強みのひとつとして他社との差別化を図り、医療機
器受注の足がかりになると判断し、トレーサビリティー
システムの構築に取り組むこととした。

当社では、これまで製品の製造履歴管理はコンピュー
タと書類の 2通りで行っており、クレームや製品不良の
苦情がきても製品個体の部品までは追跡できず、かつ迅
速な対応ができないという問題点を抱えていた。
このため本補助事業により、製品基板に直接ＱＲコー
ド（２次元バーコード）をレーザー印字するレーザーマー
キング装置を導入するとともに、実装する電気部品にも
それぞれＱＲコードを割り付け、ＱＲコードを印字した
ラベルを貼付することとした。それらを一元管理するプ
ログラムソフトウェアの開発も別途推し進め、製品個体
の部品単位まで管理するトレーサビリティーシステムを
構築した。
基板へのレーザー印字の調整は順調に進捗したが、約
2万種類ある電気部品へのＱＲコードの割り付け及びラ
ベルの貼り付けにはかなりの労力を要した。また稼働開
始にあたり、管理プログラムソフトウェアとの一体管理
にも腐心したが、修正を重ねながら当初の計画通り、平
成 27年４月に仮稼働をスタートさせた。
このシステムにより、基板に取り付けられたＱＲコー
ドを核とし、実装される部品の一つひとつが紐付けされ
たこれらの情報は、データベースで一元管理され、個々
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3. 取り組みの成果
4. 今後の取り組み

製品基板にＱＲコードのレーザー印字を行う。その後、読み取り用
ソフトウェアを使用し、データベースに蓄積する。

本補助事業で新たに導入したレーザーマーキング装置。

左から、東北工場工場長の三浦修さん、常務取締役の伊藤卓郎さん、
生産技術部長の谷澤正春さん、総務・経理部の菊池啓之さん。

基板に組み込む電気部品にもＱＲコー
ドが割り付けられる。基板のＱＲコー
ドと紐を付けることで、製品単位の管
理が可能となる。

基板に直接レーザーでＱＲコードを印字
する。

の部品にわたる製品個体の製造履歴の検索を瞬時に行う
ことが可能となった。

これまで製品の製造履歴の追跡は、製造ロット単位で
あったが、新システムの構築により、製品個体単位まで
管理、追跡が可能となった。現在、当社が扱う電子機器
部品の約 90％は実装機によるＳＭＴ（表面実装）であり、
実装工程で自動読み取り機がＱＲコードのデータを蓄積
していくこととなった。
製品不良や不具合が発生した場合、不良となった製品

を個体ごとに追跡、判別ができることから、その影響を
及ぼす範囲を迅速に特定し、顧客へ報告するとともに、
回収リスクを最小限に抑えることが可能となる。これま
で不良品を発見し特定するまでは、数人の社員が専念し
ても数週間の時間を要していたが、このシステムでは約
１日程度まで短縮できる。このことは同時に顧客が求め
る「正確な不良原因解析の報告及びその対応」に応える
こととなり、顧客とのさらなる信頼関係の醸成にもつな
がる。
また、これら一元化されたデータは、製造現場だけで

はなく、設計や品質管理、資材購買部門など多くの関連
部署とも共用ができることから、製品の品質保持に留ま
らず、全社を対象としたマネジメント効果も期待され、
高度なＱＣＤ〔Quality（品質）、Cost（費用）、Delivery
（納期）〕管理の実現にも貢献するものと考えられる。

平成 27年の夏には、医療機器関連の部品製造への生産
転用が始まっており、当初の目的であった新規分野の開
拓と受注を開始している。

現在、医療機器に限らず安全性が強く求められる車載
機器も、トレーサビリティーシステムの整備が受注条件
となっている。今後、大きな需要が見込まれる医療機器
分野への進出はもとより、県内での生産量も多くなって
いる自動車の車載機器への進出も積極的に行っていきた
いと考えている。
また、当社はこれまで多品種小ロットの受注が多かっ
たが、今後は月単位の大きなロット受注の動きもある。
工場では受注量が多くなるとともに、供給に伴う生産
リスクも大きくなるが、トレーサビリティーシステムに
よる品質管理は、リスクマネジメントの観点からも大き
な威力を発揮することが見込まれる。
トレーサビリティーシステムを付加価値のひとつとし
て顧客に提案することにより、受注単価の増額に結び付
け、売り上げ額の向上に貢献したい。
平成 28年春よりこのトレーサビリティーシステムの全
面運用が可能となったことから、今後はホームページな
ども活用しながら、積極的にこのシステムのアピールに
努め、受注拡大につなげていきたい。
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